
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題（目的に対する現状など）

26年度決
算額［千
円］

27年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成28年度に取組む改革・改善内容

28年度予
算額［千
円］

1 一般 2 1 4
412効率的で健全な
行財政運営の推進

文書管理に要する経費 総務課 　　

①適正な文書管理を行う。また、条例、規則等を必要に応じ
て例規検索システム等へ掲載する。
②保存文書の数が増加してきており、文書保管場所が逼迫
している。

67,249 71,226
6精査・検
証

①文書の保存年限、方法等について検証する。
②さらに適正な文書管理に向けてリース機器の入れ替え等
を検討する。

72,911

2 一般 2 5 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

統計事務に要する経費 総務課 　　
①関係機関から必要なデータ収集し、統計かまがやを市の
ホームページ等で公表する。
②時代の変化に対応した統計情報の提供が望まれている。

1,432 1,436
6精査・検
証

①必要性の高い統計情報をより利用しやすい形で情報を提
供する。
②統計データを市民や関係機関が利用しやすい手法等を
引き続き検討していく。

1,445

3 一般 2 5 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

諸統計調査事務に要する経費 総務課 　　
①国勢調査など国の基幹統計調査等を実施する。
②個人情報保護意識の高まりから、調査への協力を得るこ
とが難しくなってきている。

5,593 44,799
6精査・検
証

①国や県からの調査の実施に関する標準的な方法に沿っ
て、実施する。
②自治体の実情に応じた調査が実施できるよう、県を通じ
て国に要望する。

3,426

4 一般 13 2 6
412効率的で健全な
行財政運営の推進

特定防衛施設周辺整備調整交付金事
業基金積立に要する経費

総務課 　　

①国から交付される特定防衛施設周辺整備調整交付金を
基金として管理する。
②基金に積み立てている額に対して、充当する事業費の額
が下回り、基金に残金が多く残ってしまう。

63,429 40,698
6精査・検
証

①基金を充当する事業（予防接種事業）の内容等について
検証する。
②基金を充当する事業（予防接種事業）の対象予防接種事
業を追加することで事業費を増額し、基金を有効に活用す
る。

61,013

5 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

人事管理に要する経費 総務課 　　
①採用・昇任試験の実施の他、人員の相談・管理・フォロー
等に関する事務を行う。
②戦略的な採用試験を実施していく必要がある。

42,577 25,838
6精査・検
証

①戦略的な採用試験を実施するため、試験方法の変更等
を行ったが、質の高い人材を継続的に採用していくために
は、さらなる検証・改善が必要なため。
②引き続き戦略的な採用試験の検証・実施、また、定員の
適正管理のため再任用制度の検証を行う。

35,647

6 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

職員研修に要する経費 総務課 ○ 　　

①人材育成基本方針に基づき、人材育成のため全職員に
対して、それぞれに求められる各種研修を実施し、職員の能
力開発を実現する。
②改定した人材育成基本方針に基づいた研修計画の見直
しとその計画を実施していく必要がある。

3,255 2,789 7拡充

①人材育成基本方針に基づき職員が必要な能力を身につ
けるため、研修・能力開発を実施する必要があるため。
②人材育成基本方針に基づき、人材育成を実現していくた
め、研修計画の見直しとその計画の実施を行う。

3,529

7 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

福利厚生に要する経費 総務課 　　

①職員の健康相談・定期健診等の実施の他、人間ドックや
部活動の助成、食堂施設の検討など、福利厚生に関する事
務を行う。
②職員の健康相談・定期健診・人間ドックの受診率向上・地
下食堂及び屋上喫茶室の見直しを行う。

5,193 5,238 7拡充

①定期健診・人間ドック等の受診率は25年度の91.4％に対
して26年度は92.3％となったが、引き続き受診率の向上を図
る必要があるため。
　また、25年度に策定した「地下食堂及び屋上喫茶室の見
直しについて」を実現する必要があるため。
②引き続き職員の健康相談・定期健診・人間ドックの受診を
より促進することで心身の健康保持増進を図る。
　また、地下食堂の見直しを行う。

6,526

8 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

給与管理に要する経費 総務課 　　

①職員の給与・手当・共済費の計算・支出・管理・調査・適正
化に関する事務を行う。
②人事院勧告・千葉県人事委員会勧告に基づき、財政状
況・近隣市の状況を勘案した給与の適正化を図る。

2,341 2,263
6精査・検
証

①システムを利用することで給与等の事務処理は迅速に行
えており、今後も引き続き事務効率の向上及び人件費の適
正化を図る必要があるため。
②人事院勧告・千葉県人事委員会勧告に基づき、財政状
況・近隣市の状況を勘案した給与の適正化を行う。

2,305

9 一般 2 1 10
412効率的で健全な
行財政運営の推進

情報推進に要する経費 総務課 　　

①庁内行政事務処理において、情報システム及び情報通信
システムを活用することにより、事務の効率化・高度化、情
報の共有化を行う。
②システムのライフサイクルの適正実施と社会情勢の変化
に対応した安定した稼働を保持することが課題。

38,998 48,860
6精査・検
証

①行政事務を行う上で、情報システム及び情報通信ネット
ワーク等ＩＣＴの利活用は必要不可欠であり、随時検証が必
要である。
②統合管理システムを導入し情報資産の適正管理及びネッ
トワーク中継機器（Ｌ２スイッチ及び配線）の更改を行い快適
なレスポンス環境を構築する。

49,792
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10 一般 2 1 10
412効率的で健全な
行財政運営の推進

オンライン業務に要する経費 総務課 　　

①住民情報関連業務、地方税業務、国民健康保険業務等
のセンシティブ情報を取扱う基幹業務について、事務の効率
化と市民サービスの向上のためシステムの安定稼働を図
る。
②基幹系業務システムに係るサービス水準の維持・向上と
安定稼働が課題。

29,722 10,035
6精査・検
証

①安定した基幹系業務システムの稼働が保持されるために
は随時新システム及び新機器のサイジングや新技術の適
用可否判断が必要である。
②統合管理システムを導入し情報資産の適正な管理を行
う。

18,503

11 一般 2 1 8
412効率的で健全な
行財政運営の推進

企画事務に要する経費 企画財政課 　　

①「総合基本計画」達成のため、各部門間の調整、政策に
係る課題の調査研究、進行管理等を行うもの。
②将来的な人口減少等に向けて地方創生や地域活性化に
向けた取組みを進めていく必要がある。

1,379 498 7拡充

①鎌ケ谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げた各種取
組みを進めていく必要があるため。
②「後期基本計画」の達成に向けて、「第４次実施計画」の
策定に向けた各部門間の連携や調整、鎌ケ谷市まち・ひと・
しごと創生総合戦略の進捗状況等を行っていく。

2,862

12 一般 2 1 8
412効率的で健全な
行財政運営の推進

総合戦略等策定事業 企画財政課 ○

①市の人口減少対策やまちの活性化を図るため、平成27年
度中に、「鎌ケ谷市人口ビジョン」及びこれを踏まえた「鎌ケ
谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するもの。
②総合戦略に定めた重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成に向
け、進行管理を行っていく必要がある。

0 9,453 1終了
①「まち・ひと・しごと創生法」では、平成２７年度中に策定が
求められており、予定どおり策定が完了したため。
②なし

0

13 一般 2 1 5
412効率的で健全な
行財政運営の推進

財務管理に要する経費 企画財政課 　　

①財務管理を効果的・効率的に行うため、システム運用や
国・県等との調整を行うもの。
②庁内イントラのハード整備は進んだものの、予算編成や
伝票起票時における職員の理解を深める。

8,606 9,109
6精査・検
証

①財務管理について、常に効率化が必要である。
②職員の理解を深めるため、新規採用職員等への説明な
どを行う。29年度決算から適用となる新地方公会計制度対
応を検討する。

10,395

14 一般 12 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

借入金元金償還金に要する経費 企画財政課 　　
①借入に伴う元金償還を行うもの。
②ここ数年重点化を図った施設整備等により、今まで以上に
計画的な公債費推計及び返済計画が必要である。

2,148,695 2,235,647
6精査・検
証

①地方債活用の必要性等について、常に検証する必要が
ある。
②「地方債の総合的管理方針」等に基づき、公債費の増に
対応する。

2,350,387

15 一般 12 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

借入金利子償還金に要する経費 企画財政課 　　
①借入に伴う利子償還を行うもの。
②②ここ数年重点化を図った施設整備等により、今まで以
上に計画的な公債費推計及び返済計画が必要である。

319,198 304,418
6精査・検
証

①地方債活用の必要性等について、常に検証する必要が
ある。
②「地方債の総合的管理方針」等に基づき、公債費の増に
対応する。

344,293

16 一般 13 2 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

財政調整基金積立に要する経費 企画財政課 　　

①予期しない収入減少や支出増加等に備え、長期的視野に
立った財政運営を行うため、基金に積立を行うもの。
②計画的な積立てを行い、年度末残高「17億円以上」という
目標を上回る基金残高である（27年度末残高：約29億円）

832,382 913,788 7拡充

①少子高齢化等による不透明な財政状況も考慮のうえ、可
能な限り基金残高を増やしておく必要がある。
②標準財政規模の10％である18億円以上の年度末基金残
高を確保する。

888

17 一般 13 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

減債基金積立に要する経費 企画財政課 　　

①地方債の償還に必要な財源を計画的に確保するため、基
金に積立を行うもの。
②公債費の増が見込まれているため、計画的且つ確実な積
立が必要である（27年度末残高約17億円）。

301,179 300,938 7拡充

①将来的な公債費の増額に対応するため、基金残高を増
やしておく必要がある。
②減債基金への積立を確実に行い、平成28年度末までに
基金残高20億円を確保する。

51,081

18 一般 13 2 3
412効率的で健全な
行財政運営の推進

公共施設整備基金積立に要する経費 企画財政課 　　

①公共施設の計画的かつ効率的な整備及び維持管理を行
うため、基金に積立を行うもの。
②「公共施設の長寿命化方針」に基づき、積極的な積立てを
行う必要がある（26年度末残高6億4千万円）。

1,208 100,975 7拡充

①「公共施設の長寿命化方針」に基づき、予防保全に対応
するため、一定程度の基金残高を確保しておく必要がある。
②28年度策定予定の「公共施設等総合管理計画」を踏まえ
た財源対応を図るため、積立を行う。

392

19 一般 13 2 4
412効率的で健全な
行財政運営の推進

ふるさと基金積立に要する経費 企画財政課 　　
①ふるさと基金について、国債等により運用を実施するも
の。
②計画的な基金運用。

47 27
6精査・検
証

①計画的な基金運用の精査・検証を継続していく必要があ
るため。
②計画的な基金運用。

22

20 一般 13 2 5
412効率的で健全な
行財政運営の推進

東日本大震災復興基金積立に要する経
費

企画財政課 　　
①東日本大震災復興基金について、国債等により運用を実
施するもの。
②計画的な基金運用。

42 11
6精査・検
証

①計画的な基金運用の精査・検証を継続していく必要があ
るため。
②計画的な基金運用。

0
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21 一般 2 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

秘書事務に要する経費 秘書広報課 　　

①市長、副市長の執務にあたっての秘書業務及び栄典・表
彰に関する事務、市長会に関する調整等を行う。
②秘書業務を正確かつ効率的に行う必要がある。市政功労
者を確実に表彰するため、庁内に制度の周知を図る。

2,964 2,953
6精査・検
証

①市民ニーズの多様化及び市民協働の活発化に対応する
ため、秘書事務の正確性をより向上させる必要がある。
②複数でのチェック体制の徹底や業務知識の向上を図る。
表彰対象者の要件を確認し、的確に推薦事務を執り行う。

3,473

22 一般 2 1 5
412効率的で健全な
行財政運営の推進

工事検査に要する経費 契約管財課 　　
①鎌ケ谷市工事検査要領に基づき、工事検査を実施する。
②公共事業の透明性が問われるようになり、契約履行の確
保の重要性が高まっている。

362 373
6精査・検
証

①引き続き契約の履行が確保できているか確認するため。
②工事の適正な履行と工事目的物の良好な品質確保に努
める。

379

23 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

庁舎管理に要する経費 契約管財課 　　

①庁舎施設の適切な維持管理補修や主要設備に関する保
守点検を行う。
②施設や設備の老朽化が進行しているため、適切な維持管
理が必要である。

111,926 113,923
6精査・検
証

①継続して施設や設備を使用するため。
②修繕計画に基づき庁舎設備の修繕を実施する。

117,643

24 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

庁用車管理に要する経費 契約管財課 　　

①庁用車の一部を集中管理する。老朽化し使用に耐えられ
ない車両は適宜廃車し、低公害車等を導入する。
②廃車するサイクルが間に合わず、故障車が多くなってい
る。

44,232 50,777
6精査・検
証

①庁用車を更新する時期を検討するため。
②車両の長寿命化及び適正な車両管理を継続するため、
車両の不具合、故障個所の早期発見に努める。

57,826

25 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

財産の取得等に要する経費 契約管財課 　　
①普通財産用地の維持管理を行う。
②土地の売り払いに対し買取要望者が現れないため、普通
財産用地が増加している。

4,390 6,145
6精査・検
証

①普通財産用地を売り払うタイミングを見極めるため。
②普通財産用地について、除草や樹木剪定などを実施し適
正な維持管理を行う。遊休土地については、適正価格によ
り売却を行っていく。

2,001

26 一般 2 2 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

市税の賦課等に要する経費 課税課 　　

①変化する税制に対応するため、他市との意見交換や研修
会などを通じて、税務の調査研究を行う。
②電子化の進展により、実務形態が大きく変化していること
から、さらなる工夫や改善が必要である。

12,345 13,150
6精査・検
証

①税務行政について調査研究を行い、複雑化する税制度
に対して対処する必要があるため。
②他市との積極的な意見交換や各種研究会に参加し、職
員の税務知識の向上を図る。

12,508

27 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

市民税課税事務に要する経費 課税課 　　

①地方税法や市税条例に基づき、納税義務者にとって公平
公正な税負担とするため適正な課税を実施する。
②正確かつ効率的・効果的な実施のために今後も推進して
いく必要がある。

46,032 50,618
6精査・検
証

①税制改正など、社会情勢の変化に留意し、常に見直しを
検討し、公平性を保っていく必要があるため。
②平成２８年度より実施した特別徴収県内一斉指定に伴
い、関連事務の増加が見込まれるため、事務の効率化を図
る。

48,169

28 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

諸税課税事務に要する経費 課税課 　　

①窓口での申請及び軽自動車検査協会等からの異動届に
より、新規登録・変更・廃車の処理を行い、賦課。法人の登
録等を行い、申告書により法人市民税を賦課する。
②転出、再転入の異動が多いため、納税義務者の適正把
握。法人の実態把握、申告の指導をすすめていく必要があ
る。

7,227 8,382
6精査・検
証

①関係機関、各市町村との連携を密にし、円滑な税務運営
により適正な課税をする必要があるため。
②課税客体を適正に把握し、公平・公正な課税に努めてい
く。

8,201

29 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

固定資産税課税事務に要する経費 課税課 　　

①登記情報、各課からの情報提供、システム等を活用し、客
体の把握、調査、評価を行い、義務者に対して賦課する。
②評価の均一化、精度の向上、職員の技術均衡、情報交換
を図り、効率的な調査や評価事務を進める必要がある。

34,813 30,651
6精査・検
証

①効率的に適正、公平な賦課を行っているが、システムの
改善を行い、一層業務を効率的に進める必要がある。
②評価の精度向上のための情報の交換、共有化。地図情
報システム、電算システムの習熟や改善を図る。

53,243

30 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

税務地図情報システムに要する経費 課税課 　　

①航空写真、地図（地番図、家屋位置、住宅地図等）、課税
台帳等と関連する各種データを加工・管理し、表示するシス
テムによる固定資産の評価を行う。
②地図情報の正確性の維持、及びシステム改善の必要性
について検討していく必要がある。

16,093 18,022
6精査・検
証

①土地分合筆による加筆・修正、新築・滅失家屋情報等の
更新や、不突合・誤り等の修正を引き続き行っていく。
②固定資産の異動によるシステムの更新を引き続き行い、
正確性を維持し、適正な課税に努めていく。

20,325

31 一般 2 2 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

市税の徴収等に関する経費 収税課 　　
①市税の徴収に必要な滞納整理（督促、催告、納付相談及
び滞納処分）を行う。
②動産等の捜索・差押・公売の円滑な実施。

4,754 8,271 7拡充

①動産等を対象とした滞納処分は徴収率向上における重
要な手段となるため、さらに効率的効果的な運用を図る。
②実績を重ね動産等を対象とした滞納処分の手続きにかか
わる習熟度を高める。

9,973
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32 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

徴収事務に要する経費 収税課 　　
①市税の徴収に必要な収納管理、期限内納付推進を行う。
②口座振替利用の促進、納税推進のPR強化及び新しい収
納方法の整備。

84,582 86,822 7拡充

①セイコーマート対応による収納方法の拡充、並びにペイジ
―登録の取り組み強化による期限内納付推進を行ったた
め。
②新たなPR方法の開拓及び収納環境を整備する。

88,186

33 一般 2 3 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

戸籍住民基本台帳事務に要する経費 市民課 　　

①戸籍の各種届出の受理及び管理、転入等の異動届に基
づいた帳簿の作成及び整備、印鑑登録申請受理及び証明
書発行。
②正確な事務処理を行い、質の高い公証内容を確保。

69,606 123,477
6精査・検
証

①法定受託事務及び市の責務として行う事務であることか
ら、より正確な事務を精査・検証する必要がある。
②これまでの事務水準は維持しつつ、事務処理の正確性と
迅速性を向上させる。

120,689

34 一般 10 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

教育委員会運営に要する経費 教育総務課 ○ 　　

①定例会を開催し、鎌ケ谷市の教育方針や教育行政にか
かる議決事項を審議し決定している。
②教育に携わる者の意欲の向上や達成感を図り、鎌ケ谷市
の教育行政を推進することが課題である。

2,436 2,272
6精査・検
証

①鎌ケ谷市の教育行政の発展のため、的確な情報や学校
の課題を引き続き把握する必要がある。
②教育委員会の更なる活性化を図るため、学校や教育機
関との意見交換の機会の場を設ける。

2,351

35 一般 10 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

教育委員会事務局の運営に要する経費 教育総務課 　　

①鎌ケ谷市の教育行政の向上を図るため、教育行政の総
括的事務及び教育施策の調整を行う。
②各担当課との連携を密にして業務を実施し、教育委員会
活動を市民に周知し、関心を高めることが課題である。

1,783 4,196
6精査・検
証

①鎌ケ谷市の教育行政に対する市民の理解を深めるた
め、継続する必要がある。
②地域住民の意向を踏まえ、地域に根ざした教育行政を展
開する。

4,184

36 一般 2 1 6
412効率的で健全な
行財政運営の推進

出納事務に要する経費 会計課 　　

①領収済通知書等による収入票の作成や、各課の支払伝
票の審査後に支払手続きを行う。
②自動振替や電子払いの増加に伴い、今後の伝票ペー
パーレス化に向けて検討が予想される。

3,948 4,423
6精査・検
証

①地方自治法第171条により、出納員及び会計職員の設置
が定められている。今後は状況変化に対応した、より一層
の伝票審査や支払手続きの効率化が求められる。
②より効率的な出納事務が行えるよう引き続き情報の収集
を行っていく。

3,977

37 一般 2 6 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

監査委員事務局の運営に要する経費 監査委員事務局 　　

①定例監査・例月現金出納検査の実施、及び決算審査・財
   政健全化審査を行う。
②事務の合理化、適正化、効率化といった視点に立った監
   査を執行すること。

1,551 1,679
6精査・検
証

①地方自治法で定められているため。
②監査対象事務の問題点を把握し、効率的・合理的な行政
   運営を図れるよう、監査を実施していく。

1,704

38 一般 1 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

議会事務局の運営に要する経費 議会事務局 ○ 　　

①憲法で保障された議決機関である議会の円滑な運営を行
うため、それを保障するための議会事務局の運営に関する
経費。
②地方分権の進捗に伴い、議会活動の透明性の確保と内
容の周知と併せて、新たな政策提案が求められている。

23,126 24,148
6精査・検
証

①より効率的かつ効果的な議会運営の実現に向け、引き続
き改善等の検討を行うため。
②目的達成のため、今後とも円滑な議会運営に努め、市民
への周知を図るため効果的な事業の展開を図っていく。

31,925


